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  Special Topics 「ちきゅう」対談　増田 昌敬　×　木川 栄一


  海底資源の話をしよう
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  　日本周辺の海底は、世界有数の資源の宝庫といわれ、世界第六位の広さを持つと言われる排他的経済水域内の海底資源に注目が集まっている。JAMSTECでは、海底資源の研究や技術開発を集中的に行うため、2011年4月から、「海底資源研究プロジェクト」が始まった。無人で海底を探査できるロボットや地球深部探査船「ちきゅう」を活用して、海底という未知の世界に眠る物質や生態系の基本的な理解を深めるための研究を行う。
　「ちきゅう」は、経済産業省が2012年度に行う「メタンハイドレート」の第一回海洋産出試験にも活用される。メタンハイドレートは、次世代エネルギーとして期待される海底資源で、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）を中心とした産学共同研究チーム「メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム(MH21)」が、実用化に向け取り組んでいる。そのプロジェクトリーダーを務める東京大学大学院増田昌敬准教授を迎え、JAMSTEC海底資源研究プロジェクト木川栄一プロジェクトリーダーと海底資源の研究から見た「ちきゅう」への期待について対談していただいた。

（2011年11月 掲載）



  科学掘削と海底資源


        
            	木川

            	初めてお会いしたのは「ちきゅう」でご一緒するより前でしたね。

            
            	増田

            	2002年にIODP（統合国際深海掘削計画）の会議のときに、当時ワシントンD.C.にいた木川さんを訪問したのが最初です。私は石油掘削を研究してきましたが、木川さんのような科学掘削の研究者にお会いして同じ掘削でも考え方はだいぶ違うのだと感じました。
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            	木川

            	科学掘削では、あらゆる場所を掘削してコア（サンプル）を集めることを重視しますから、資源を掘り当てることを重視し、掘削しても必ずしもコアを採取しない石油掘削とは違いますね。会議では、科学掘削の研究者と石油掘削の研究者で情報を交換し、お互いの技術がどこに役に立つかわかりました。石油掘削で開発した技術が科学掘削にもたくさん取り入れられています。あのときの情報が今も技術開発に貢献していますよ。
    
            
            	増田

            	今、木川さんがプロジェクトリーダーを務める海洋資源プロジェクトは、どんな取り組みをしているのですか？

            
            	木川

            	これまで「ちきゅう」による科学掘削で、沖縄県の海底にある熱水噴出域の下には、熱水鉱床が生成されていると考えられている熱水だまりが湖のように大きく広がっていることを発見しました。また、青森県八戸沖の海底下にメタンガスをつくる微生物が大量に生存する地層があることもわかってきました。こうした資源としての活用に繋がるような海底下の世界の謎を解明する研究や技術開発を進めます。たとえば、巨大な鉱物資源鉱床として有望視されている海底熱水鉱床やコバルトリッチクラストがどうしてできたのかとか、メタンハイドレートが海底でできる環境はどんなものかといったことを研究しています（コラム参照）。 
    
        



  掘削しながら研究できる


  
        
            	木川

            	増田先生のメタンハイドレートとの出会いは？

            
            	増田

            	大学院修了後、石油会社に就職したのですが、石油生産基地での研修期間中にガス脱湿装置の動作を見誤り、天然ガスを送るパイプラインをハイドレートで詰まらせてしまったことがありました。そのとき、「一度できたハイドレートはなかなか分解しないのだ」と身をもって体験したのが出会いですね。その後、大学に戻り資源としてのメタンハイドレートの研究を始めたのです。

            
            	木川

            	メタンハイドレートは、次世代エネルギーとしてかなり注目されていますね。

            
            	増田

            	「燃える氷」と呼ばれるメタンハイドレートは、天然ガスの主成分であるメタンを含む氷と同じような固体です。海底下の低温で高圧の地層に存在していて、日本周辺でも大ガス田に相当する資源量を持つ濃集帯があることがわかっています。さらに燃やしても発生する二酸化炭素の量が石油より少ないというメリットがあります。MH21プロジェクトが2013年始めに行う第一回海洋産出試験では、海底下のメタンハイドレートからガスを生産します。これは世界で初めての試みで、来年2月には生産試験用の井戸を東部南海トラフ海域の海底に仕上げます。
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        	木川

            	このような作業は「ちきゅう」以外の掘削船でもできるのですか？

            
            	増田

            	やはり、掘削しながら研究できる「ちきゅう」じゃないと難しいですね。通常の石油掘削リグでは、多くの研究者が乗船して作業するスペースも実験設備もありませんから。
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            	木川

            	「ちきゅう」が「海に浮かぶ研究所」といわれる所以ですね。圧力の高い海底から掘り出したコアの圧力を保ちながら、船上で分析できますし、保存もできます。


            	増田

            	井戸を掘削する東部南海トラフ海域は潮の流れの強いところで、船のオペレーションも難しいところです。

        
            	木川

            	それは「ちきゅう」の強みですね。自動船位保持システム（DPS）で、風や波、潮にも流されずに、同じ場所で掘り続けることができますものね。

        
            	増田

            	MH21プロジェクトはフェーズ2に進んでいます。来年行う海洋産出試験がすぐにメタンハイドレートの資源回収につながるわけではありませんが、今後商業化に向けた開発がいっそう進んでいくと思います。先を見据えて、掘削だけでなく、あらゆる面から海洋資源の仕事ができる人材も育てていきたいですね。

        
            	木川

            	JAMSTECでも科学的な面からメタンハイドレードの研究を進めていきますよ。「ちきゅう」を活用すれば、海底資源の研究の幅も広がります。その中で、石油掘削で培った掘削技術と科学掘削で得た科学的な知見をうまく融合できるしくみができればいいと思います。そうなれば、幅広い人材が必要になりますから、私たちのプロジェクトでも先生が育てた人たちに活躍してほしいですね。今日はありがとうございました。

          
 

  
    コラム：
海底資源は、地球と太陽からの贈り物


    　日本の海底下には、天然ガス、メタンハイドレートなどのエネルギー資源や海底熱水鉱床、コバルトリッチクラスト、マンガン団塊などの鉱物資源が眠っている。エネルギー資源は有機物由来のもので、その源は光合成によってできたもの。まさに、太陽からの贈り物だ。中でもメタンハイドレートは、次世代エネルギーとして期待が高い。一方、鉱物資源は無機物由来のもので、地球の内部からもたらされたもの。こちらは、いわば地球からの贈り物だ。海底熱水鉱床は、海底から噴き出す熱水中に溶解していた金や銀、銅、レアメタルなどの有用な金属成分が沈殿してできた鉱床。コバルトリッチ・マンガンクラストは、海底を覆うように存在する鉄・マンガン酸化物で、コバルトの他にプラチナやレアメタル、レアアースが多く含まれていると考えられている。今年夏には、南東太平洋や中央太平洋にて、見た目は普通の泥にも拘らず高品位のレアアースを含む深海堆積物が報告された。この研究に利用された深海堆積物は、IODPの前身である国際深海掘削計画(ODP)にて採取された試料も含まれる。
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        「燃える氷」人工メタンハイドレートを燃焼させたもの
出典 メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム


      


  


  関連リンク


  記事（ブラウザが立ち上がります）


  
        		メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム

        		東京大学 大学院工学系研究科 エネルギー・資源フロンティアセンター
エネルギー流体工学研究室

            	JAMSTEC  海底資源研究プロジェクト

        		発表論文 (Nature Geoscience誌)
Deep-sea mud in the Pacific Ocean as a potential resource for rare-earth elements
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